
桶川東部地区の民具

『里の暮らしを物語る道具たち』

桶川市歴史民俗資料館 企画展示

大宮台地に位置する桶川地方は、「野方（のがた）」と呼ばれる畑作地帯です。

その中で、桶川市の東部、赤堀川と元荒川に挟まれた加納川辺、篠津、五丁台地区

は、独特の生活文化を伝えています。

祖先は、川を治め、美田を拓き、「里（さと）」と呼ばれる南埼玉地方と共通す

る生活文化を築いてきました。川とともに生きた人々の暮らしを、各地区の皆様か

ら寄贈していただいた民具をもって紹介します。

〔展示の内容〕
Ⅰ 川の暮らしと田の仕事
Ⅱ 五丁台の瓦屋
Ⅲ 綿と藍

〔展示期間〕
平成27年11月28日（土）から平成28年１月31日（日）
※年末年始休館（12月28日から１月４日）

〔開館時間〕
午前９時から午後４時30分

入館無料

企画展解説講座：平成28年１月24日（日）午後２時

〔問い合わせ〕

桶川市歴史民俗資料館

〒363-0027 桶川市川田谷4405-4

川田谷生涯学習センター内

電話 048-786-4030

※企画展解説講座の申込みは電話にて（先着順）

申込み期間：平成28年１月５日（火）～23日（土）


